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吉原神楽
百二十周年祭

夜神楽
演　

目

　
　

五
方
礼
始

　
　
　
（
小
国
高
等
学
校　

生
徒
）

　
　

平　

国

　
　

柴　

入

　
　
　
（
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小　

児
童
）

　
　

柴　

曳

　
　

綱　

武

　
　

天
注
連

　
　

柴　

曳

　
　

手
散
米

　
　

綱
の
母

　
　

五
穀
舞

　
　

神　

逐

　
　

八
雲
払

　
　

剱

　
　

武　

者

　
　

貴
見
城

　
　

神　

使

　
　

天
皇
遣

　
　

岩
戸
開
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９
月
20
日
（
土
）、
吉
原
に

あ
る
吉
原
神
社
の
例
大
祭
、「
吉

原
神
社
大
祭
」
が
開
か
れ
、
神

事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
吉
原
神
楽
再
建
後

１
２
０
年
目
の
年
と
い
う
こ
と

で
、
吉
原
神
楽
存
続
を
守
っ
て

き
た
と
し
て
、井
喜
伴
さ
ん（
吉

原
）
と
佐
藤
忠
美
さ
ん
（
吉
原
）

に
町
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
。地
域
住
民
ら
が
集
ま
り
、

境
内
で
の
直
会
や
く
じ
引
き
な

ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
ほ
か
、
地
元

に
伝
承
さ
れ
る
「
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財　
吉
原
神
楽
」
の

奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
例
大
祭
に
引

き
続
き
「
吉
原
神
楽
百
二
十
周

年
祭　
夜
神
楽
」
も
開
催
。
夜

神
楽
で
は
、
天
照
大
神
が
、
大

変
乱
れ
て
い
た
瑞
穂
の
国
に
再

び
お
使
い
を
出
さ
れ
る
お
神
楽

と
さ
れ
る
「
神
使
」
な
ど
、
約

30
年
ぶ
り
に
披
露
さ
れ
る
演
目

も
登
場
。
約
11
時
間
を
か
け
て

17
演
目
18
座
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

吉
原
神
社
大
祭
　
・

　
吉
原
神
楽
百
二
十
周
年
祭
　
夜
神
楽

感謝状を受けた井喜伴さん感謝状を受けた井喜伴さん

120 周年を祝って記念撮影も120 周年を祝って記念撮影も

伝統芸能の存続　　～次へつなぐ一歩～

　「吉原神楽百二十周年祭　夜神楽」は、吉原
の若手５人の 120 周年祭実行委員会が中心と
なり企画・運営されました。故郷の風習・文化
を大切にしたい・地元を元気にしたい・単なる
120 年目のお祝いではなく、さらに次の世代へ
つなげるために―そのような想いから計画され
たという今回のイベント。集落の人口減少や舞
い手の高齢化、星和小学校の閉校などにより、

存続の危機を迎えていた「吉原神楽」に、地域
外の人を迎え、女人禁制とされてきた風習を変
え、新たなメンバーやイベントに合わせ帰省す
る吉原出身の若手らを加えた総勢 23 人での奉
納に臨みました。
　久しぶりに舞われる演目は、資料が残ってい
るわけでもなく、舞ってきた年輩の人たちに頼り
ながらの練習。つながれてきたバトンを受け取
り、次世代の子どもたちへつなぐための一歩が
今回のイベントで踏み出されました。

～次世代の子どもたちへ～
　奉納には、小国高等学校の生徒や
りんどうヶ丘小学校の児童も参加し、
「五方礼始」や「柴入」を披露しました。
　小国高の生徒たちは、今回の奉納
に先立ち、９月７日に行われた文化
祭で発表。りん小の児童たちは、11月
21日（金）の学習発表会でも舞を披露
する予定となっています。星和小学校
の閉校により、子供神楽がなくなって
今年でちょうど10年。保存会のメン
バーからは、喜びの声と伴に、これが
子供神楽の再開のきっかけになれば
という声が聞かれました。

小国高生の練習風景と本番

りん小生徒の練習風景と本番

よ
し
と
も

た
だ
み
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金
婚
夫
婦
　
行
政
区
・
五
十
音
順
・

年
齢
は
９
月
１
日
現
在

　
　
氏
　
　
名
　  

年
齢
　  

地
区
名

加
賀
　
公
雄
（
74
）　

竹
の
熊

　
　
シ
マ
子
（
71
）

橋
本
　
陸
男
（
76
）　

新
町
２

　
　
テ
ル
子
（
72
）

金
山
　
啓
藏
（
73
）　

上
町
１

　
　
多
恵
子
（
68
）

藤
堂
　
時
治
（
83
）　

上
町
１

　
　
ヱ
ミ
子
（
78
）

清
髙
　
寛
之
（
79
）　

上
町
２

　
　
ヒ
ト
ミ
（
72
）

北
里
　
嘉
也
（
78
）　

上
町
３

　
　
　
淳
子
（
77
）

栗
原
　
吉
助
（
75
）　

上
町
３

　
　
　
洋
子
（
72
）

佐
藤
　
幸
成
（
79
）　

本
町
２

　
　
　
昭
　
（
76
）

　
　
氏
　
　
名
　  

年
齢
　  

地
区
名

佐
藤
　
伸
三
（
75
）　

鬼
　
山

　
　
　
京
子
（
70
）

橋
本
　
繁
治
（
74
）　

中
　
村

　
　
ト
ミ
子
（
72
）

松
本
　
光
　
（
78
）　

米
山
上

　
　
ツ
ギ
子
（
70
）

鞭
馬
　
親
善
（
76
）　

湯
田
上

　
　
ミ
ワ
子
（
72
）

宇
都
宮
　
徹
（
74
）　

立
　
岩

　
　
リ
ツ
子
（
72
）

平
　
　
武
徳
（
72
）　

矢
ヶ
部

　
　
　
和
枝
（
72
）

佐
藤
　
公
平
（
78
）　

星
　
和

　
　
　
悦
子
（
71
）

佐
藤
　
俊
光
（
83
）　

星
　
和

　
　
ト
ミ
子
（
72
）

小
野
　
近
男
（
78
）　

長
　
迫

　
　
二
千
代
（
74
）

　
結
婚
50
年
目
を
迎
え
た
夫

婦
を
祝
福
す
る
第
56
回
熊
日

金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
９
月
４

日（
木
）に
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
今
年
金
婚
を
迎
え

た
の
は
、
昭
和
39（
１
９
６

４
）年
に
結
婚
し
た
17
組
の

ご
夫
婦
。
主
催
の
熊
本
日
日

新
聞
社
と
町
か
ら
表
彰
状
や

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　手を取りあって
　　　共に歩んだ50年

昭和 39 年の出来事

・やまなみハイウェイ開通

・満願寺志津地区に初めての老人クラブ

誕生

・日本武道館開館

・東京オリンピック開催　など

流行歌

・幸せなら手を叩こう／坂本九

・君だけを／西郷輝彦　など

〈
敬
称
略
〉
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住
民
健
診
に
つ
い
て

　
追
加
の
住
民
健
診
を
行
い
ま
す
。
事

前
に
申
し
込
み
を
行
っ
た
人
に
、
問
診

票
な
ど
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
回
は
予
備
日
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
診
日
　
11
月
２
日（
日
）

■
場
所
　
管
理
セ
ン
タ
ー

妊
娠
中
ま
た
は

　
妊
娠
を
望
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
ご
家
族
へ

風
し
ん
対
策
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す

　
昨
年
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊
娠
20

週
ご
ろ
ま
で
に
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、
心
臓

な
ど
に
先
天
異
常
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。

そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い

る
女
性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
の
予

防
が
大
切
で
す
。

【
風
し
ん
抗
体
検
査
】

　
県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
無
料
で
風

し
ん
抗
体
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
検
査
で
風
し
ん
に
対
す

る
免
疫（
抗
体
）を
持
っ
て
い
る
か
ど
う

か
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査
を

希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者

※

風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
や
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

る
人
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
を
除
く
。

■
実
施
期
間

平
成
27
年
２
月
27
日（
金
）ま
で

【
風
し
ん
予
防
接
種
】

　
検
査
の
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が

低
い
人
に
対
し
て
、
予
防
接
種
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

①
予
防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

②
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
で
、
抗
体

価
が
低
か
っ
た
人
の
う
ち
妊
娠
を
希

望
す
る
人

※

補
助
回
数
は
一
人
１
回

※

予
防
接
種
を
受
け
る
際
、
抗
体
検
査

結
果
通
知
書
や
過
去
の
抗
体
検
査
で
抗

体
価
が
低
か
っ
た
人
は
、
母
子
健
康
手

帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
、
抗
体
検
査
の
結
果

が
分
か
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

平
成
27
年
３
月
６
日（
金
）ま
で

　
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
　
小
国
公
立
病
院

■
受
付
時
間
　
午
前
11
時
30
分
ま
で

※

診
療
科
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
総
合

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

【
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
主
に
個
人
の
予
防
目
的
の
も
の
で

あ
り
、
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種

す
る
こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
は
期

待
で
き
ま
す
が
、
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
限
ら
ず
、
外
出
し

て
帰
っ
て
き
た
時
は
、
手
洗
い
・
う
が

い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
９
月
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し

ま
し
た
「
平
成
26
年
度
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
現
在
、
予
約
お
よ
び
接

種
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
負
担
金

１
～
64
歳
　
千
円

65
歳
以
上
　
５
０
０
円

※

個
人
負
担
金
は
、
接
種
当
日
の
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
注
意
点

①
65
歳
以
上
の
人
で
、
指
定
医
療
機
関

以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

町
か
ら
依
頼
状
お
よ
び
予
診
票
を
発

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
接
種
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
他
の
予
防
接
種
を
さ
れ
る
場
合
は
、

接
種
間
隔
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、

予
診
票
へ
の
記
入
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
16
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

③
受
付
時
間
な
ど
、
各
医
療
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
時
間

内
の
受
け
付
け
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ

町 民 課

保健衛生係

42-1113
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Ｑ
　
法
人
住
民
税
が
変
わ
る
と
聞
き
ま

し
た
。
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
　 

10
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
分
・
連
結
事
業
年
度
分
の
市
町
村

民
税
法
人
税
割
お
よ
び
道
府
県
民
税
法

人
税
割
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
で
は
、
法
人
税
額
を
課

税
標
準
と
す
る
新
税
と
し
て
地
方
法
人

税
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

【
税
率
変
更
の
概
要
】

◎
市
町
村
民
税
法
人
税
割
の
標
準
税
率

　
　
　
　
　
　
12
・
３
％
→
９
・
７
％

◎
道
府
県
民
税
法
人
税
割
の
標
準
税
率

　
　
　
　
　
　
５
・
０
％
→
３
・
２
％

◎
地
方
法
人
税
（
国
税
）

　
　
　
　
法
人
税
額(※

)

の
４
・
４
％

※

法
人
税
額…

所
得
税
控
除
額
、
外
国

税
額
控
除
お
よ
び
仮
装
経
理
に
基
づ
く

過
大
申
告
の
場
合
の
更
正
に
伴
う
法
人

税
額
の
控
除
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し

な
い
で
計
算
し
た
法
人
税
額
の
額

　
　
　
　

…

納
付
書
か
口
座
振
替

○
公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

　
公
売
と
は
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

入
札
な
ど
の
方
法
に
よ
り
売
却
す
る
制

度
で
、
原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
公
売
は
全
国
の
国
税
局
や
税
務
署
で

行
っ
て
い
て
、
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
売
の
日
時
や
公
売
財
産
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
実
施
す
る

国
税
局
や
税
務
署
の
掲
示
板
に
掲
示
す

る
公
売
公
告
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
公
売
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

阿
蘇
税
務
署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

国
税
庁

税

問い合わせ

税 務 課

税務係

42-1113

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　※

自
動
音
声
案
内

　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）０
５
５
１

町
税
Ｑ
＆
Ａ

■
国
民
年
金
は
あ
な
た
の
味
方
で
す

◎
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
に
は
、「
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
」
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
年
金

な
ん
て…

」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で

な
く
「
安
心
」
で
「
お
得
」
な
現
役
世

代
の
強
い
味
方
で
す
。

◎
国
民
年
金
が
「
安
心
」
な
理
由

●
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

●
基
礎
年
金
支
給
額
の
２
分
の
１
は
、

国
が
負
担
し
て
い
る
（
未
納
の
ま
ま
だ

と
、
こ
の
国
庫
負
担
分
も
含
め
て
受
給

で
き
ま
せ
ん
）。

◎
国
民
年
金
が
「
お
得
」
な
理
由

●
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障
。

　
老
後
の
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）
は
、

終
身
で
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で

す
。

●
万
が
一
の
時
も
保
障
。

　
け
が
や
病
気
な
ど
が
原
因
で
一
定
の

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は
「
障
害
基
礎

年
金
」
が
、
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
残

さ
れ
た
家
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

支
給
さ
れ
る
な
ど
、
現
役
世
代
の
保
障

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

　
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
を
受
け
取
る
条
件
が
緩
和
。

　
保
険
料
を
40
年
納
め
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
万
が
一
、
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
25
年
あ
れ
ば

必
要
な
期
間
（※

１
）を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
が
10

年
に
短
縮
さ
れ
る
予
定
で
す
（
平
成
27

年
10
月
施
行
予
定（※

２
））。

※

１
　
老
後
の
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間
（
納
付
や
免
除
な
ど
の
期

間
）
で
す
。

※

２
　
税
制
抜
本
改
革
の
施
行
時
期
（
消

費
税
10
％
引
上
げ
時
期
）
に
あ
わ
せ
て

施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
」


０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

年

金
問い合わせ

町 民 課

戸籍住民係

42-1113

～
法
人
住
民
税
編
～
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　「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
土
）

か
ら
20
日（
月
）ま
で
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
、

自
治
体
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
、
警
察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
犯
罪
の
な
い
、
安
全

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

◇
◆
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
◆
◇

　
県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
の
被
害
は
、
発
生
件
数
・

被
害
額
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
本
年
発
生
し
た
主
な
手
口

・
金
融
商
品
な
ど
、
取
引
を
か
た
り
、

架
空
の
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
送
り
付
け
投
資
名
目
な
ど
で
だ
ま

し
取
る
。

・
パ
チ
ン
コ
必
勝
法
や
ロ
ト
６
の
当
選

番
号
を
教
え
る
と
だ
ま
し
取
る
。

・
社
債
、
株
な
ど
の
購
入
に
名
義
を
貸

し
て
欲
し
い
と
要
求
し
、
そ
の
後
、

名
義
貸
し
に
関
し
て
発
生
し
た
問
題

解
決
の
裁
判
費
用
名
目
な
ど
で
お
金

を
だ
ま
し
取
る
。

　
犯
罪
者
は
、
次
々
と
新
し
い
手
口
を

考
え
て
い
ま
す
。
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め

に
は
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
９
月
８
日（
月
）、
阿
蘇
市
山
田
の
大

観
望
付
近
で
、
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
の

消
防
職
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
山
岳

救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
よ
り
有
事
に
備
え
定
期
的
に

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

山
で
の
遭
難
、
事
故
な
ど
を
想
定
し
た

山
岳
救
助
隊
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
立
木
や
岩
な
ど
を
活
用
し

た
ロ
ー
プ
で
の
支
点
作
成
、
ロ
ー
プ
を

使
用
し
た
十
数
メ
ー
ト
ル
の
崖
か
ら
の

降
下
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
紅
葉
な
ど
が
見

ご
ろ
と
な
り
ま
す
。
入
山
の
機
会
が
増

え
る
次
期
で
す
。

　
入
山
の
際
に
は
け
が
や
事
故
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）に
防
火

管
理
者
講
習
会
が
阿
蘇
市
の
大
阿
蘇
環

境
セ
ン
タ
ー｢

未
来
館｣

で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
事
業
所
な
ど
の
人
で
防
火
管
理
者
の

資
格
が
必
要
な
場
合
は
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
願
書
な
ど
は
北
部
分
署
に
あ
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
限
　
10
月
20
日（
月
）ま
で

■
定
員
　
１
０
０
人

※

定
員
を
満
た
し
次
第
締
め
切
り
。

地
域
安
全

事件・

事故は

110番

問い合わせ

小国警察署

46-2110

消
　
防
　
署

火災・

救急救助は

119番

問い合わせ

北 部 分 署

46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
・
小
国
郷
＊

全国地域安全運動全国地域安全運動

2014.10.11-20

～安全で住みよい

地域社会の実現を目指して～

訓練の様子

山
岳
救
助
訓
練

防
火
管
理
者
講
習
会

広報きよら2014.10
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９
月
13
日（
土
）
町
内
三
小
学
校
の
運

動
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
心
配

も
な
く
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
に
、
三

小
学
校
と
も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
私
も
三
小
学
校
を
全
て
見
て
回

り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

　
ど
の
学
校
の
運
動
会
も
一
日
中
じ
っ

く
り
見
た
い
と
思
っ
た
素
晴
ら
し
い
運

動
会
で
し
た
。
見
た
順
に
紹
介
し
ま
す
。

市
原
小
学
校

一
生
懸
命

～
１
２
０
％
の
力
で
い
ざ
勝
負
!!
～

　
一
生
懸
命
走
っ
た
後
、
着
順
ご
と
に

き
ち
ん
と
座
っ
て
い
る
一
年
生
の
姿
に

感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
原
保
育
園

の
表
現
活
動
も
と
っ
て
も
可
愛
か
っ
た

で
す
。
60
歳
以
上
男
女
に
よ
る
「
ビ
ン

た
お
し
」
も
簡
単
な
よ
う
で
、
難
し
い

競
技
で
し
た
。
５
班
に
別
れ
て
の
得
点

競
技
な
の
で
、
も
の
す
ご
い
応
援
で
し

た
。

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

気
合
・
協
力
・
心
の
き
ず
な

流
し
た
あ
せ
で
　
つ
か
も
う
優
勝
旗

　
１
・
２
年
生
と
保
育
園
児
の
集
団
競

技
「
み
ん
な
で
　
で
き
る
も
ん
！
」
が

印
象
的
で
し
た
。
小
学
生
と
園
児
が
協

力
し
て
給
食
用
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
て
、

ゴ
ー
ル
す
る
競
技
で
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
、

１
年
担
任
の
先
生
が
「
お
名
前
を
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
好
き
な
食
べ
物
は
、
何

で
す
か
」
と
、
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

中
原
小
学
校

最
後
ま
で
　
心
を
一
つ
に

笑
顔
わ
す
れ
ず
　
が
ん
ば
ろ
う
！

　
一
番
感
動
し
た
の
は
、
閉
会
式
で
の

校
歌
斉
唱
の
声
の
大
き
さ
で
す
。
児
童

数
百
人
ぐ
ら
い
と
思
え
る
声
の
大
き
さ

で
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
が
競
技
に
参

加
す
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
や
競
技
後

の
後
片
付
け
を
テ
キ
パ
キ
と
し
て
い
ま

し
た
。
小
学
生
の
良
い
手
本
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

誠
実
に
生
き
る

　
８
月
３
日
（
日
）に
行
わ
れ
た
阿
蘇
郡

市
人
権
同
和
教
育
研
究
大
会
で
講
演
さ

れ
た
前
水
俣
市
長
　
宮
本
勝
彬
さ
ん
が

「
誠
実
に
生
き
る
」
と
い
う
演
題
で
話
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
、
次
の
よ
う
な
宮
本

さ
ん
の
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

○
損
得
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
嘘
か

誠
か
で
考
え
る
。

○
難
有
り
→
反
対
に
読
む
と
有
り
難
い

で
あ
る
。

○
子
ど
も
は
、
親
の
言
う
と
お
り
に
は

な
ら
な
い
が
、
す
る
と
お
り
に
は
な

る
。

○
人
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と
し
て
ど

う
捉
え
る
か
が
大
事
で
あ
る
。

○
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
る
教
育
が
大

事
で
あ
る
。

　
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。
自
分
が

通
っ
て
い
る
学
校
、
卒
業
し
た
学
校
の

校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
も
自
分

に
誇
り
を
持
つ
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い

ま
す
。

人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ
　

127

ひ
ろ
げ
よ
う
　
き
よ
ら
の
郷
に
　
人
権
の
輪

問い合わせ

南 小 国 町

人 権 教 育

推進協議会

42-0047

ひ
と
り
一
人
が
輝
い
た
運
動
会

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧

た
く
み

きちんと整列して座る１年生。
可愛いかったです。
きちんと整列して座る１年生。
可愛いかったです。

力を合わせて走る園児と小学生。
微笑ましい姿。
力を合わせて走る園児と小学生。
微笑ましい姿。

校区民あげての運動会。
みんなで中原音頭を踊る。
校区民あげての運動会。
みんなで中原音頭を踊る。

9
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　阿蘇地域振興局で、災害発生時における物資等
の緊急輸送に係る協定調印式が行われました。
　協定は公益社団法人熊本県トラック協会と阿蘇
郡市７市町村との間で、阿蘇地域振興局長立ち会
いのもと締結されました。
　協定は主に、市町村からの要請により災害救援
に必要な生活必需品や資機材などの輸送業務を、
トラック協会に加盟する阿蘇管内の事業者が優先
的に行う内容となっています。

公益社団法人熊本県トラック協会長、
阿蘇地域振興局長と阿蘇郡市７市町村長
公益社団法人熊本県トラック協会長、

阿蘇地域振興局長と阿蘇郡市７市町村長

災害発生時に物資を素早く届けます災害発生時に物資を素早く届けます

災害発生時における物資等の
緊急輸送に係る協定調印式
災害発生時における物資等の
緊急輸送に係る協定調印式

　中原で熊野座神社の大祭が開催され、町指定
無形民俗文化財の中原楽が奉納されました。
　毎年、瓜上、上中原地区が交互に奉納しており、
今年は瓜上が担当。楽長や笛吹き、長刀振り、ひょ
うたん突き、むらしなどからなる楽の一行が、「道
楽（みちがく）」を舞いながら瓜上公民館から神社
まで歩き、境内で神殿を３回巡る「宮巡り」や「庭
楽（にわがく）」を舞い、奉納しました。
　また、楽の奉納後には地区対抗の縄ないや、子
ども相撲が行われ、境内はにぎわいました。

瓜上公民館から熊野座神社まで
道楽を舞いながら歩く一行

瓜上公民館から熊野座神社まで
道楽を舞いながら歩く一行

五穀豊穣を祈って五穀豊穣を祈って
熊野座神社大祭熊野座神社大祭

８/25
（月）

９/18
（木）

　新庁舎の建設が進み、柱・棟・梁などの基本
構造が完成して棟木を上げるときに行われる上棟
式が行われ、町長・町議会議員・工事関係者・
新庁舎建設審議員が出席。完成までの無事を願
いました。
　式後にはお餅とお菓子併せて約６００個が準備
され、ひとぎ撒きが行われました。ひとぎ撒きには、
１００人を超える町民が参加。お餅を拾った後に
は、普段入れない新庁舎の建設現場を眺めて回る
姿も見られました。

たくさんの人が集まったひとぎ撒きたくさんの人が集まったひとぎ撒き

新庁舎の無事を祈って新庁舎の無事を祈って
新庁舎上棟式新庁舎上棟式８/30

（土）

　阿蘇地域では、世界文化遺産登録に向けて阿蘇の
魅力を世界へ発信することを目的に、各市町村で海外
の芸術家を受け入れる事業を実施しています。受け入
れたアーティストには、阿蘇をモチーフにした作品を通
してPRしてもらいます。
　本町にはロシア国籍でイギリス在住の「ウリアナ・ア
パティナ」という女性が10月末まで田の原に滞在中です。
彼女は小国杉を使い、日本的な鳥居をイメージした作
品を制作中です。10月16日のきよら祭りではワークショッ
プを開催しますので、みなさんぜひ遊びに来てください。

作業中のウリアナ・アパティナ（写真左）作業中のウリアナ・アパティナ（写真左）

芸術を通して阿蘇を世界へ芸術を通して阿蘇を世界へ
海外アーティスト招へい事業ｉｎ阿蘇海外アーティスト招へい事業ｉｎ阿蘇

まちの わ だい
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まちの わ だい！町内３校区 運動会！！町内３校区 運動会！９/13
（土）

気
合
・
協
力
・
心
の
き
ず
な

　
　
　
　
　
　

流
し
た
あ
せ
で
つ
か
も
う
優
勝
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紅白団長による誓いの言葉紅白団長による誓いの言葉

60才以上の皆さんの班対抗ビンたおし60才以上の皆さんの班対抗ビンたおし

地区対抗ピンポンリレー地区対抗ピンポンリレー

応援席でも笑顔があふれる応援席でも笑顔があふれる

全児童で綱引き。負けられない団体戦全児童で綱引き。負けられない団体戦

「頑張れー！」声援を送る児童たち「頑張れー！」声援を送る児童たち かっこ良くキマっていた応援合戦かっこ良くキマっていた応援合戦

地区対抗綱引き。笑顔でも本気！地区対抗綱引き。笑顔でも本気！

保護者の探し物リレー保護者の探し物リレー

中学生も参加。
4人５脚でゴールを目指す

中学生も参加。
4人５脚でゴールを目指す

保育園児と保護者によるリレー保育園児と保護者によるリレー 組体操、NAKABARUタワー！組体操、NAKABARUタワー！

「よ～い…」ドキドキの瞬間「よ～い…」ドキドキの瞬間 ５・６年生vs保護者の
タイヤ取り合戦

５・６年生vs保護者の
タイヤ取り合戦
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園児たちも走る！走る!！園児たちも走る！走る!！

笑
顔
で
ダ
ン
ス
！

笑
顔
で
ダ
ン
ス
！

市
原
小
学
校･

校
区
公
民
館
運
動
会

中
原
校
区
大
運
動
会

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
区
大
運
動
会
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　山村広場で行われた今年度の町消防団通常点検には、
団長以下193人の消防団員が出席し、規律訓練と中継送
水訓練を行いました。
　今回行われた中継送水訓練は、火災現場から水利元（河
川など）まで距離と高低差があることを想定して実施。中
学校の横を流れる水路から火元と想定された山村広場ま
で、高低差約40ｍ、約350ｍの距離をポンプ車１台と小
型ポンプ４台を操作して水を送りました。
　訓練は、消防署員指導のもと行われ、団員も真剣な態
度で訓練に挑みました。

高低差のある場所での中継送水訓練実施高低差のある場所での中継送水訓練実施
南小国町消防団通常点検南小国町消防団通常点検９/６

（土）

　瀬の本高原の景色を眺めながら、アップダウンの激しい
コースを走る健康マラソンとして毎年開催されている瀬の
本高原マラソン。昨年は大雨洪水警報が発令されたため
中止になり、今回2年ぶりの開催となりました。今大会には、
5キロコース344人、10キロコース401人、10マイルコース
814人の計1，559人が参加。瀬の本高原を走り抜けました。
　スタート直後には小雨が降り始め、ずぶぬれになりなが
らのマラソンとなった今大会。体力を奪われ健康状態も心
配されましたが、大きな事故もなく大会は無事終了。参加者
からは、「雨を浴びながらのマラソンも楽しかった」という話
も聞かれ、それぞれの走りを楽しんだようでした。

２年ぶりの大会、雨の中開催２年ぶりの大会、雨の中開催
第33回瀬の本高原マラソン大会第33回瀬の本高原マラソン大会８/24

（日）
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﨑
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出発前に気合を入れる５ｋｍ参加者たち出発前に気合を入れる５ｋｍ参加者たち

第３分団８分による模範操法披露第３分団８分による模範操法披露

中継所や放水場所で署員の指導を仰ぎながら訓練中継所や放水場所で署員の指導を仰ぎながら訓練

選手宣誓
藤田ご夫妻（大阪府）

選手宣誓
藤田ご夫妻（大阪府）

毎年看板を背負って
参加。風車走ろう会
毎年看板を背負って
参加。風車走ろう会



　日本は男女とも平均寿命が８０歳を超え、人
類がいまだかつて経験したことがない高齢社会
を迎えています。しかし残念ながら誰もが健康に
年を取ることはできません。心臓や肺や肝臓など
の内臓を病む人、また足腰など運動能力が衰え
る人もいます。同じように脳も衰え、病気にもな
ります。「さっきまでのことをすぐに忘れ、同じこ
とを繰り返し言ったり聞いたりする（もの忘れ）」、
「気分が落ちこみ、眠れず、食欲もなくなり、死
にたくなる（うつ）」、「真実ではないのに、他の
誰かが自分に意地悪をするなどと言う（被害妄
想）」などが主な症状です。
　しかし薬の進歩は目覚ましく、うつ病や被害妄
想などはほぼよくなるようになりました。またも

小国公立病院 もの忘れ外来
日本精神科医学会認定
　　　認知症臨床専門医　大塚　直尚

広報委員長　片岡　恵一郎

の忘れ（認知症など）もいくつか原因があり、中
には外科手術で良くなるものや、薬で進行を遅ら
せることができるものもあります。
　熊本県は認知症医療の先進県で、県内に１０
カ所の認知症疾患医療センターがあり、阿蘇郡
市は阿蘇市の阿蘇やまなみ病院が担当していま
す。家族への暴力や徘徊など激しい症状がない
人を中心に、月に２回当院でも認知症を中心に
精神科医が診療を行っています。受診希望の人
は、完全予約制なので、当院にお尋ねください。

（４６）３１１１

小国公立病院ニュース

　広報委員会の活動の一環として、小国と南小

国の広報誌に毎月小国公立病院の記事を掲載し

ています。連載が始まり１年以上になりますが、

患者さんや町の皆さんから感想をいただくこと

もあり、広報誌に記事を書く事の重要さを再認

識させられます。

　病院のスタッフ不足は、医師のみならず、看

護師や他業種にまで普及しています。この問題

は、これまでのやり方を継続していけば、病院

がいずれ破綻してしまう事を意味します。小国

郷には開業医の先生が少ないので、公立病院が

破綻すれば、医療が破綻します。医療が破綻す

れば、町がどうなるのかは、想像は難しくない

と思います。

　最近、「公立病院、大変ですね」と声を掛けて

いただく機会が増えましたが、実は大変なのは、

病院ではなく、町に住んでいる皆さんなのです。

　小国郷の医療を守るために何ができるのか、

町の一人一人に考えていただきたいという思い

で、広報活動を続けてきました。

　昨年度末より掲載してきた記事には、公立病

院にとって悪いニュースも多かったのですが、

町や病院の数々の取り組みの中で実を結ぼうと

しているものがあり、今年度後半に向けて、少

し明るい話題が提供できそうです。危機感を持っ

てご協力くださる人が増えるほど、きっと明る

い話題も増えていくと信じています。

小国公立病院の広報委員会を担当して

　お酒を飲むと、喜怒哀楽が

あらわになる人も多いと思い

ます。アルコールの作用の特徴は、中枢神経

系の抑制作用であり、アルコールのために理

性が低下してしまい起こる事と考えられてい

ます。アルコールは肝臓の酵素によって代謝

されますが、その途中でアセトアルデヒドと

いう物質が出現します。お酒に弱い人は、お

酒を飲むと、顔面紅潮、悪心嘔吐、頭痛など

不快な症状が出現しますが、これはアセトア

ルデヒドのためです。アセトアルデヒドは建

築材から放出される有害物質として、シック

ハウス症候群の原因物質の一つとしても問題

視されているものです。もうすぐ忘年会シー

ズン、飲み過ぎには注意しましょう。

知るほど

なるほど！
アルコールの作用アルコールの作用
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２
年
生
は
、
９
月
17
日
か
ら
２
泊
３

日
で
沖
縄
県
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
沖
縄
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
太
平
洋
戦

争
に
お
い
て
唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ
れ

た
場
所
で
あ
る
と
い
う
面
、
日
本
国
内

で
は
珍
し
い
亜
熱
帯
の
動
植
物
が
見
ら

れ
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
面
、
さ
ら
に
、

米
軍
基
地
な
ど
何
か
と
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
報
道
さ
れ
る
今
の
日
本
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
面
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
あ
り
ま
す
。

　
２
年
生
は
今
後
の
学
校
生
活
、
学
習

に
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
生
徒
た
ち
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
た
く
、
こ
こ
３
年
間
人
権
作
文

大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
い
つ
も
感
じ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
は
身
の
回
り

の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
鋭
い
視
点
で

捉
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
将
来
の
こ
と

や
今
起
き
て
い
る
出
来
事
、
生
活
の
中

に
潜
む
矛
盾
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
視
点

で
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
ふ

る
さ
と
南
小
国
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
た
ち

の
素
晴
ら
し
さ
や
優
し
さ
に
つ
い
て
書

か
れ
た
作
品
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
人
権
教
育
と
は
、
自
分
を
大
切
に
す

る
と
同
時
に
他
の
人
た
ち
も
大
切
に
す

る
心
を
育
む
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
が
持
っ

て
い
る
「
優
し
い
心
」
を
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
６
日
（
土
）、
７
日（
日
）の
日
程

で
小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
・

作
品
発
表
や
授
業
で
音
楽
を
選
択
し
て

い
る
１
、
２
年
生
の
演
奏
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
普
段
の
頑
張
り
が
し
っ
か
り

と
形
に
な
っ
て
い
て
、
聞
き
手
の
生
徒

も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
は
生
徒
会
主
催
の
ク
イ

ズ
大
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
郷
土
芸
能
披
露
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
２
年
生
１
人
、
１
年
生

４
人
が
、
地
元
の
人
た
ち
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
南
小
国
町
の
吉
原
神
楽
を
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
舞
い
、
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
各
ク
ラ
ス
の
映
像
作
品
や
劇

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
短
い
期
間

で
内
容
の
濃
い
作
品
を
作
り
、
全
員
が

作
品
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し

た
。
１
年
生
は
楽
し
く
盛
り
上
が
る
パ

ロ
デ
ィ
ー
中
心
、
２
年
生
は
お
化
け
屋

敷
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
や
ス
テ
ー
ジ
上

で
コ
メ
デ
ィ
ー
タ
ッ
チ
の
劇
を
披
露
、

３
年
生
は
長
編
ド
ラ
マ
や
進
路
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
し
た
。
ク
ラ
ス
が
団
結

し
、
他
の
ク
ラ
ス
同
士
も
よ
い
刺
激
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
は
、
家
庭
部
に
よ
る
ド
レ
ス

シ
ョ
ー
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
あ
り
ま

し
た
。
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
は
３
年
生
女
子

が
モ
デ
ル
と
な
り
、
新
作
ド
レ
ス
も
お

披
露
目
さ
れ
会
場
中
が
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
吹
奏
楽
の
演
奏
で
は
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
企
画
で
部
外
の
生
徒
や
職
員
が

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。
笑
い

と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
ま
し
た
。

実
り
多
か
っ
た
修
学
旅
行

実
り
多
か
っ
た
修
学
旅
行

人
権
作
文
大
会
を
実
施

人
権
作
文
大
会
を
実
施

輝
い
て
い
ま
す  

小
国
高
生

南
中
か
ら
の

風

南
中
か
ら
の

風
（
文
責
）

　
校
長  

家
興
修
一

（
文
責
）

　
校
長  

家
興
修
一

ひめゆりの塔前で、学習。

２年１組　劇「ＬＯＶＥ」より２年１組　劇「ＬＯＶＥ」より

作文は、南中文化の日
に発表してもらった
り、人権作文コンクー
ルに応募したりしてい
ます。
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収
穫
の
秋
を
迎
え
、
た
く
さ

ん
の
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
つ

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
キ
ノ
コ
狩
り
も
秋
の
風
物
詩

の
一
つ
で
す
が
、
キ
ノ
コ
の
中

に
は
「
毒
キ
ノ
コ
」
も
あ
り
、

誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
と
食
中

毒
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
を
原
因

と
す
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
キ
ノ
コ
狩
り
を
す

る
場
合
は
、
細
心
の
注
意
が
必

要
で
す
。

キ
ノ
コ
狩
り
を
す
る
と
き
は…

食
用
キ
ノ
コ
と
確
実
に
判
断
で

き
な
い
キ
ノ
コ
は
、

採
ら
な
い
！

食
べ
な
い
！

売
ら
な
い
！

人
に
あ
げ
な
い
！

　
毒
キ
ノ
コ
は
、
食
用
の
キ
ノ

コ
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
の

で
、
食
用
の
キ
ノ
コ
は
特
徴
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
採
取
し
、

食
べ
る
前
に
も
う
一
度
選
別

し
、
毒
キ
ノ
コ
が
混
ざ
っ
て
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
自
信
の
な
い
キ
ノ

コ
は
、
絶
対
に
食
べ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
判
断
に
迷
っ
た
ら
、
阿
蘇
保

健
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
体

調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
自
己
判

断
せ
ず
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所
　

（
３
２
）０
５
３
５

　
血
液
は
、
人
工
的
に
製
造
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
に
長

時
間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
病
気
や
け
が
で
血
液
を

必
要
と
し
て
い
る
人
に
安
定
的

に
血
液
を
届
け
る
た
め
に
は
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
人
の
血
液
が

必
要
で
す
。

　
献
血
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
ご
理
解
と
自
発
的
な
ご
協
力

に
よ
り
成
り
立
つ
大
切
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
安
全
な
血
液

を
必
要
な
時
に
、
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
29
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

※

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

※

献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー


０
９
６（
３
８
４
）６
０
０
０

　
小
国
支
援
学
校
で
、
す
ぎ
の

こ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
児

童
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
に
向
け

て
一
生
懸
命
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

準
備
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
児
童
生
徒
た
ち
の
勇
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
「
す
ぎ
の

こ
マ
ル
シ
ェ
」
も
開
催
し
ま
す
。

カ
レ
ー
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
多
数
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
26
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

（
マ
ル
シ
ェ
は
11
時
10
分
か
ら
）

■
場
所
　
小
国
支
援
学
校
内

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

(

４
６)

４
３
７
０

　
自
分
自
身
や
家
族
に
障
が
い

を
感
じ
る
・
友
人
や
地
域
に
心

配
で
お
世
話
を
し
た
い
人
が
い

る―

な
ど
、
日
ご
ろ
の
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
専
門
知
識
と
実
務
経
験
豊
富

な
講
師
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
10
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時

■
場
所

小
国
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
認
知
症
、
障
が
い
介

護
、
終
末
介
護
、
後
見
制
度
、

遺
言
と
相
続
問
題
な
ど

■
講
師

行
政
書
士
　
村
上
泰
幸
氏

■
演
題

老
い
支
度
～
元
気
な
今
の
う
ち

の
備
え
が
大
事
～

■
問
い
合
わ
せ

小
国
郷
精
神
障
害
者
家
族
会
の

ぞ
み
会
　
会
長
　
平
　
武
徳

(

４
４)

０
０
２
３

　
施
設
公
開
で
は
、
ポ
ス
タ
ー

展
示
、
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
、
大

型
地
震
計
な
ど
の
観
測
機
器
の

展
示
お
よ
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
子
供
向
け
実
験
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
、

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
10

人
以
上
で
の
ご
来
場
の
場
合
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

南
阿
蘇
村
河
陽
５
２
８
０

(

６
７)

０
０
２
２

毒

キ

ノ

コ

に

注

意

！

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
開
催

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

施
設
を
公
開
し
ま
す

行
政
書
士
に
よ
る
講
演
会
開
催

お
知
ら
せ

情 報 広 場詳しいことは、問い合わせ先にご連絡ください。
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生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
と

年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
お

よ
び
登
録
受
け
付
け
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会

場
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
犬
の
健
康
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
で
獣
医
師
に
ご
相
談
い
た
だ

く
か
、
注
射
日
当
日
に
会
場
の

獣
医
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
春
の
予
防
注
射
を
接
種
し
て

い
な
い
犬
で
、
町
に
登
録
の
あ

る
犬
の
飼
い
主
に
は
、
別
途
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
同
封

の
申
請
書
と
注
射
料
金
を
会
場

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し
た

・
犬
の
所
在
地
や
、
飼
い
主
が

変
わ
っ
た

・
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た

※

獣
医
師
発
行
の
証
明
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
期
日

（※

注
）黒
川
地
区
の
接
種
場
所

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
場
所
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
料
金

　
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
　
保
健
衛
生
係

（
４
２
）１
１
１
３

　
10
月
20
日（
月
）か
ら
26
日

（
日
）ま
で
の
一
週
間
「
行
政
相

談
週
間
」
が
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
ま
す
。
行
政（
国
・
県
・

町
な
ど
）
に
関
す
る
お
困
り
ご

と
の
解
決
に
、
総
務
省
の
行
政

相
談
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
23
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
　
り
ん
ど
う
荘

■
対
応
者

行
政
相
談
委
員
　
穴
井
公
明

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所


０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

行
政
相

談
委
員
無
料
相
談
会

情 報 広 場 詳しいことは、問い合わせ先にご連絡ください。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

行政相談シンボルマーク

日　　程 時　　間 場　　所

10 月 23 日（木）

13：00～13：25

13：35～14：00

14：15～14：50

15：00～15：25

15：40～16：10

16：20～16：50

満願寺公営駐車場

扇集会所

黒川温泉　第３駐車場（※注）

波居原公民館

元気プラザ中原

管理センター

内　　容 未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 3,000 円

2,570 円 2,570 円

500 円 500 円

6,070 円 3,070 円

―

注射料金

注射済票交付

手数料

合　計

17
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夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題
は
、
依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
解
決
を
図
る
た

め
、
人
権
相
談
活
動
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
に
は
、

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

が
対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

■
実
施
期
間

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

■
受
付
時
間

17
日
～
21
日（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

22
日
・
23
日（
土
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
強

化
週
間
以
外
で
も
平
日
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
同
じ
相
談
電
話
番
号
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課


０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津

支
局
で
登
記
相
談
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
予
約
受
付
　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
～
午
後
５
時
15
分

（
年
末
年
始
、
休
日
を
除
く
）

■
相
談
日
　
平
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局


０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童

福
祉
週
間
」
と
定
め
て
、
児
童

福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の

た
め
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
27
年
度

の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、

そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
10
月
20
日（
月
）

■
内
容

元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を

応
援
す
る
標
語
や
未
来
に
向
け

て
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
財
団
事
業
部


０
３(

５
５
１
０)

１
８
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

こ
ど
も
未
来
財
団
標
語

日
隈
　
里
美  

様
　 

熊
本
市

太
田
　
健
二  

様
　 

熊
本
市

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
橋
本
　
俊
典
　
　
様
　
田
　
中

　
宇
都
宮
三
好
　
　
様
　
蘇
　
原

　
家
入
ケ
イ
子
　
　
様
　
上
町
２

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、
次

の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を
賜

り
ま
し
た
。

　
片
倉
　
德
惠
　
　
様
　
瓜
上
上

　
安
達
エ
ミ
子
　
　
様
　
瓜
上
上

　
河
津
ス
ヨ
子
　
　
様
　
瓜
上
下

　
皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

法
務
局
で
の
登
記
相
談
が

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
募
集

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

役
場
新
庁
舎
進
捗
状
況

相
　
　
談

募
　
　
集

進捗率：５２％（９月末日現在）進捗率：５２％（９月末日現在）

し
た
〜
に
〜

し
た
に
！

し
た
〜
に
〜

し
た
に
！

し
た
〜
に
〜

し
た
に
！

し
た
〜
に
〜

し
た
に
！

ま
い
〜
ご
〜
、

　
　
　
　
ま
い
ご
！

き
よ
ら
ス
キ
〜
、

　
　
　
　
ま
い
ご
！

ま
い
〜
ご
〜
、

　
　
　
　
ま
い
ご
！

き
よ
ら
ス
キ
〜
、

　
　
　
　
ま
い
ご
！

み
ん
な
と

黒
川
温
泉
の

感
謝
祭
に

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

み
ん
な
と

黒
川
温
泉
の

感
謝
祭
に

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

う
わ
ぁ
…

見
物
の
人
が

い
っ
ぱ
い
ラ
ヨ

　

… う
わ
ぁ
…

見
物
の
人
が

い
っ
ぱ
い
ラ
ヨ

　

…み
ん
な
が

ど
こ
に
い
る
か

わ
か
ら
な
い
ラ
ヨ…

み
ん
な
が

ど
こ
に
い
る
か

わ
か
ら
な
い
ラ
ヨ…

け
ん
ぶ
つ

け
ん
ぶ
つ

ご
え
ご
え

な
…
な
ん
で

そ
ん
な
か
け
声

な
ん
ラ
ヨ

!?

な
…
な
ん
で

そ
ん
な
か
け
声

な
ん
ラ
ヨ

!?

く
ろ
か
わ

く
ろ
か
わ

か
ん
し
ゃ
さ
い

か
ん
し
ゃ
さ
い

きき

お
ん
せ
ん

お
ん
せ
ん

迷ったラヨ…迷ったラヨ…

情 報 広 場詳しいことは、問い合わせ先にご連絡ください。
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１
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に
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１
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に
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〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地


 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

　（父）政弥さん

　（母）絵美さん

うちの中で１番やんちゃな
姫。たくましく元気に育って
くれています。これからもた
くさんの笑顔で癒してね

秋好　めぐみ ちゃん

おいしい給食は、保護者の皆さんからの給食費で作られています。

材料（４人分）
鶏もも肉
片栗粉
栗（むきみ）
揚げ油
ニンジン
レンコン
キヌサヤ
　　濃い口しょうゆ
　　みりん
　　砂糖
　　水

作り方
①鶏肉は一口大に切り、片栗粉をまぶして油で揚げる。むきみ
の栗も素揚げする。
②ニンジン・レンコンは厚めのいちょう切りにする。キヌサヤ
は斜め切りにし、ボイルしておく。
③Ａの調味料を鍋に入れて火にかけ、ニンジン、レンコンを煮
て少し煮詰めておく。
④①の鶏肉と栗を③のタレとからめる。タレが全体にからまっ
たところでキヌサヤを散らして出来上がり。

　
150g
大さじ1
100g
適量
1/4本
中1/2節
10枚

大さじ1
小さじ1
小さじ1
60cc

◎９月19日の学校給食メニュー
　鶏と栗の甘辛煮
◎９月19日の学校給食メニュー
　鶏と栗の甘辛煮

A

25.9.25生

BIRTHDAY
   H

A
PPY

9月
生まれ
希望者
のみ
掲載

新町２

おうち　　　給食おうち　　　給食
作って食べよう★作って食べよう★

　本町を含む阿蘇地域８市町村をエリアとし、阿蘇火山がつくる地形や地質、生活文化
などを見どころとする「大地の公園」阿蘇ジオパークは、2009年に日本ジオパークに認定
され、ユネスコ（国連教育科学文化機関）が支援する世界ジオパークネットワーク（GGN）
への加盟認定に向け審査を受けていましたが、日本時間９月23日、カナダで開催された
ユネスコ大会にて阿蘇の加盟が認められ、新しく世界ジオパークの一員となりました。
　発表のあった大会閉会式では、ユネスコ地球科学部パトリックマッキーバー氏より順
次審査結果の発表があり、「Supervolcano, Aso!（巨大火山　阿蘇）」とコールされると、
会場は一際大きな拍手に包まれ、世界中の認定地域から祝福を受けました。阿蘇火山
博物館にもインターネット中継でその模様が放送され、早朝から集まった100人以上の
関係者が世界認定の瞬間を共有しました。
　世界ジオパークは保全状況や活動の質をチェックするために、ユネスコから４年ごと
の定期的な審査を受けます。今回の会議では阿蘇を含む世界11地域が新たに認定を
受け、23地域が再認定（４年のチェック通過）され、その結果世界ジオパークは、32カ国
111地域となりました。

阿蘇ジオパーク、「世界ジオパーク」に認定！阿蘇ジオパーク、「世界ジオパーク」に認定！

お肉をほおばった瞬間をパシャリ

給食の時間は楽しいね

押戸石（南小国町）

阿蘇火口（阿蘇市）

市原小学校
（１･２年生）の
給食風景

市原小学校
（１･２年生）の
給食風景

阿蘇ジオパークのジオサイト
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